
2013年▶4月20日、5月18日、6月15日
 7月27日、9月7日、10月19日
 11月16日、12月14日
2014年▶1月18日、2月15日、3月22日
※いずれも土曜日の午前10時30分
から12時まで。※予約制です。
●お申し込み・お問合せは

男女共同参画推進センターへ
☎03‒5683‒0341

今後の保育説明会の予定

2012フォーラムより

2012フォーラムより

女性起業家初心者セミナーより

男の厨房より

異年齢のお子様が交流できるよう混合保育です。

毎回紙芝居やパネルシアターを行っています。 大型遊具もあります。

第2部　修了生同士の「しゃべり場」より

第1部　基調講演より

〜 

私
が
変
わ
る
。 

世
界
が
変
わ
る
。 

〜

●男女共同参画苦情調整委員による苦情の申し出の受付／江東区の事業で、男女共同参画社会の形成に反する、または性別による差別がある場合、苦情の申し出ができます。
受け付けた苦情を、学識経験者で構成された男女共同参画苦情調整委員が調査し、関係部署に対し是正を要請あるいは改善の意見表明などをします。　男女を問わず、区在住・
在勤・在学の方　　　男女共同参画推進センター ☎5683‒0341

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
男
女
平
等
の

視
点
を
持
ち
、
江
東
区
内
で
活
動

す
る
学
習
団
体
の
活
動
発
表
・
交

流
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
区
が
策
定
し
た
『
男
女
共

同
参
画
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
プ
ラ
ン
』
に
お

い
て
も
、
区
民
と
の
共
同
・
交
流

の
充
実
を
図
る
た
め
の
重
要
な
事

業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

１月26日（土）に、第1期から第20期の修了
生が一堂に会し、交流や情報交換し、今後の活動
につながるきっかけとして、「パルカレッジ開講
20周年・修了生の集い」が開催されました。
平成５年５月に、女性の自立と地位向上を願っ
て、女性大学からスタートしたパルカレッジも、
本年は第20期の受講生が、男女共同参画社会の実
現を目指して修了しました。20年にわたり続いて
きたパルカレッジからは、500名を超える男女が
巣立ちました。

今
年
は
６
月
23
日
㈰
開
催
。
多

世
代
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
、

女
性
問
題
・
人
権
問
題
・
親
子
・

防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ー
ト
D
V
・
子
育
て
等
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
企
画
が
集
ま
り

ま
し
た
。

詳
細
は
、
５
月
21
日
発
行
の
区

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
男
女
が
と

も
に
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
輝

く
社
会
を
目
指
し
て
「
男
女
共
同

参
画
学
習
講
座
」
を
年
間
を
通
じ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

24
年
度
後
期
は
、
男
性
学
セ
ミ

ナ
ー
、
小
学
生
向
け
理
科
実
験
教

室
、
女
性
向
け
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

発
見
セ
ミ
ナ
ー
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
、
夫
婦
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
等
の
講

座
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

女
性
向
け
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

発
見
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
自
分
自
身

が
ど
の
よ
う
な
思
考
で
行
動
す
る

タ
イ
プ
か
を
認
識
し
、
自
分
を
認

め
る
事
を
学
ん
だ
り
、
参
加
者
同

士
で
話
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
人

の
話
を
聴
く
こ
と
の
難
し
さ
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
ま
ず
自
分
を

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
講
座
の
受
講
や
施
設
を
利

用
し
て
男
女
共
同
参
画
学
習
・
活

動
を
さ
れ
る
方
を
支
援
す
る
た
め
、

一
時
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
面

の
配
慮
と
共
に
、
こ
ど
も
が
楽
し

く
安
心
感
を
持
っ
て
集
団
保
育
を

体
験
す
る
機
会
と
な
る
よ
う
、
2

時
間
と
い
う
短
時
間
の
中
で
、
季

節
の
行
事
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

大
事
に
す
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。」
等
の
お
声
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

25
年
度
は
、
結
婚
や
出
産
を
期

に
仕
事
か
ら
離
れ
た
女
性
を
対
象

と
し
て
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す

棚
卸
し
セ
ミ
ナ
ー
や
、
パ
パ
と
マ

マ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
考
慮
し

た
う
え
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
よ
り
よ
い
家
族
関
係
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

そ
の
他
、
男
性
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
、

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
防
災

セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
幅
広
く
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。受

講
料
は
無
料
（
材
料
費
が
発

生
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
実
費
を

負
担
）
で
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

お
申
込
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
年
齢
は
1
歳
6
ヶ
月
〜

就
学
前
ま
で
、
保
育
経
験
は
、
今

日
が
初
め
て
と
い
う
こ
ど
も
か
ら
、

兄
弟
で
何
年
も
利
用
し
て
い
る
と

い
う
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
混
合
保
育

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
の

こ
ど
も
の
様
子
に
合
わ
せ
た
保
育

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

最
初
は
大
泣
き
だ
っ
た
こ
ど
も

も
、
保
護
者
の
お
迎
え
の
頃
は
、

お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
を
見
つ

け
、
お
や
つ
で
笑
顔
を
復
活
さ
せ

て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

保
育
付
の
学
習
講
座
を
ご
希
望

の
場
合
は
講
座
申
込
時
に
、
ま
た
、

施
設
利
用
で
保
育
を
ご
希
望
の
場

合
は
施
設
利
用
申
込
時
に
団
体
で

第１部では、明治学院大学社会学部教授の加藤
秀一先生より「男女共同参画最新事情～若年層に
とって厳しい現実～」というテーマでお話をいた
だき、新しい知見を取り入れました。第１部の終
了間際には、学長である山﨑区長も駆けつけまし
た。第２部の修了生同士の「しゃべり場」での交
流と情報交換により、今後の活動へのヒントや新
たな活動のきっかけが得られました。

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間
は
❶
午
前
10
時
〜
正

午
❷
午
後
2
〜
4
時
、
料
金
は
2

時
間
3
0
0
円
（
お
や
つ
代
込
）

で
す
。

相
談
室
ご
利
用
の
場
合
も
保
育

室
の
利
用
が
で
き
ま
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

毎
月
1
回
保
育
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
保
育
室

を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
細
は
推
進
セ

ン
タ
ー
☎（
5
6
8
3
）
0
3
4
1

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

人
問・申

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

～ 出会い・輝き・みつめる未来 ～

パルカレッジ開講20周年
修了生の集いが開催されました

男
女
共
同
参
画
学
習
講
座
の
ご
案
内

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
内
保
育
室
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